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　別府市では、市民の生活意識や価値観の多様化、社会経済状況の変化などに対応するため、昨年 12 月に「第３

次別府市行政改革大綱」を策定しました。この大綱の実行計画として、今年３月に「第４次別府市行政改革推進計画」

を策定。「べっぷの未来を創る持続可能な行財政運営の推進」を基本方針としたこの推進計画で、量的かつ質的改

革を推進します。

43 の改革項目

21の実施項目

６の
重要課題

第４次別府市行政改革推進計画を策定しました
問　総合政策課　☎２１－１１２２

　質の高い行政サービスの維持、そして新た

な行政課題に挑戦するための財政目標として

「財政調整用基金残高 50 億円」を掲げ、財政

収支の中期見通しによる 2022 年度における

不足見込額や安定的な財政運営のために必要

な財源を確保します。

【計画期間】　2018 年度～ 2022 年度

【目標効果額】　25 億円（累積額）

進捗管理と評価の公表

　公共施設の老朽化などに対応した整備・維持管理を行

い、サービスの水準を維持するため、民間活力の積極的

な導入を図りながら適切な施設の管理運営を行います。

重要課題３　公共施設マネジメントの推進

　社会情勢の変化に対応するため、多種多様な行政

サービスを最適な方法で提供できるよう改革に取り組

みます。

重要課題１　行政サービスの向上

　限られた財源、人員を最大限に活用した行政経営を

推進しながら、迅速で的確な政策を企画立案する『政

策市役所』の実現を目指します。

重要課題５　効率的な行政運営

　市民の皆さんが健康で幸せに暮らせる地域社会を実

現するためには、地域や企業、大学そして行政などの

連携・協働が不可欠です。それぞれが役割を分担し、

力を合わせ公共サービスの充実を図ります。

重要課題２　市民との協働・地域力の強化

　別府市は厳しい財政状況にあります。持続可能な財

政運営を行うために、費用対効果を常に意識するとと

もに、「新たな財源の確保」にも取り組みます。

重要課題４　持続可能な財政運営

　職員は行政サービスの要です。その職員が組織の一

員として最大限力を発揮できるような環境づくりに取

り組みます。

重要課題６　人材の育成

推進計画の体系
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【財政目標】
基金残高 50 億円のライン

市税収入の減少

公共施設改修費の増加

社会保障関係費の増加

　第４次別府市行政改革推進計画では、大綱に記載されている「６の重要課題」と「21 の

実施項目」に基づき、「43の改革項目」を設定しました。

　各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

■今後の財政収支の見通し

　第４次別府市行政改革推進計画の進捗状況については、市長を本部長とする「行財政改革推進本部会議」で管理

をします。また、改革項目の評価については、内部評価に加え、有識者や市民で構成する「行財政改革市民委員会」

による外部評価を行い、その結果を市ホームページで公表します。

不足見込み


